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研究実績の概要（１） 

【目的】精神科病院の院内研修としてラダー別に行われている「包括的暴力防止プログラム（以下

CVPPP）」研修の効果を明らかにするとともに、今後の病院内での教育の方向性についての示唆を得る

ことを目的とする。 

【対象】A精神科病院に勤務する病院内CVPPP研修（8月を除く毎月 1回開催）を受講した看護師と

した。 

【方法】平成 30年度にA精神科病院で開催される 11回（新入職者 1回、ラダーⅡ5回、ラダーⅢ5回

の研修会開催のうち、1人 1回の研修会を受講）のCVPPP研修会において、１）及び２）を研究者所

属機関の研究倫理審査委員会で審議、承認（承認番号KWU-IRBA＃17129）を得て実施した。対象者

に対し、調査開始前（研修会開始前）に、説明書および口頭により、研究の主旨と同意の確認方法、研

究への協力と所属機関での評価とは無関係であること、調査の手順等の説明を行い、2回分の調査用紙

と後に実施する面接調査の説明書と同意書、回収用封筒を、クリアファイルにファイリングし、対象者

に配布した。 

１）質問紙調査 

質問紙調査は、研修会の前後に実施した。2回分の調査用紙には、ランダム化したナンバーを付け匿

名とした。1 回目の調査は CVPPP 開始前に、「看護師の自律性測定尺度」を実施し、2 回目の調査は

CVPPP研修の受講後に、同尺度を実施した。各 1～11回の研修で、同様の調査を繰り返した。研修会

前後の 2回分の調査用紙を、配布した封筒に入れ、研究者が見えない位置に設置した鍵付きの回収箱に

て回収した。無回答用紙については，同意が得られないものとして除外した。 

２）面接調査 
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研修および質問紙調査後、面接調査に同意が得られる場合は、配布した面接調査の同意書にサインし、

質問紙を回収する封筒へ一緒に入れ、同様に回収した。面接調査は、研修終了後 3か月前後の期間の後、

同意を得た対象者に「CVPPP の目的や理念の捉え方、医療現場での活用や研修後の変化」について作

成したインタビューガイドに基づき、プライバシーの保護できる個室で半構成的面接を行い、対象者の

同意を得て ICレコーダーに録音した。調査は一定の期間内の勤務日に 30分程度の協力を得るため、調

査のためだけに病院へ来ることはないこととした。 

【結果】 

 質問紙調査では、回収した 112名の

調査用紙のうち、無回答や欠損のある

データを除去し、105名の回答を分析

対象とした（有効回答率 93.8％）。質

問紙調査の対象者の属性を表1に示し

た。質問紙の調査内容は、ラダー別の

研修参加者ごとに統計的に分析中で

ある。面接調査では、34 名（女性 17

名、男性 17名）から同意が得られた。

面接調査の対象者の属性を表2に示し

た。面接調査については、現時点では

調整のついた 26名が終了し、ラダー

別に質的帰納的に分析中。8名が日程

調整中である。今後は、得られたデー

タから、さらに分析を行い、CVPPP

研修についての効果の検証と教育内

容の検討を予定している。 

 

 

 

 

 

研究発表(印刷中も含む)雑誌および図書 

2019年度中の学会発表を予定している。 

 


